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雲見地区花火大会（８月15日）雲見地区花火大会（８月15日）
８月15日、雲見海岸で雲見地区花火大会が開催され、８月15日、雲見海岸で雲見地区花火大会が開催され、
打ち上げられた花火が夏の夜空を彩りました。打ち上げられた花火が夏の夜空を彩りました。
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壇
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
花

 
 
 
 
 
 

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

　
　
　

や
住
民
の
手
に
よ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
、
花
壇

づ
く
り
を
通
し
て
の
地
域
づ
く

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

性
化
を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
で
47
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
は
８
月
６
日
に
行
わ
れ
、

町
長
を
は
じ
め
、
松
崎
町
花
の

会
会
長
、
グ
リ
ー
ン
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
、
県
伊
豆
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
、
賀
茂
農
林
事
務

所
地
域
振
興
課
職
員
、
有
識
者

の
６
人
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
は
、
応
募
の
あ
っ
た

12
団
体
の
花
壇
を
１
日
か
け
て

回
り
、
取
組
度
、
努
力
度
、
創

意
工
夫
度
、
技
術
力
度
の
４
項

目
を
採
点
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
厳
し
い
暑
さ
と
日
照

り
が
続
き
ま
し
た
が
、
暑
さ
を

し
の
い
だ
花
は
例
年
よ
り
き
れ

い
に
咲
い
て
お
り
、
各
団
体
の

努
力
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
上
位
に
輝
い
た
３
組
の

団
体
は
、
県
主
催
の
「
ふ
じ
の
く

に
花
の
都
し
ず
お
か
・
花
緑
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
推
薦
さ
れ
ま
す
。

第
47
回
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
・
第
32
回
街
角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル

【
最
優
秀
賞
】

 
桜
田
区
・
フ
ラ
ワ
ー
メ
イ
ツ

 

（
桜
田
）

【
優
秀
賞
】

 

松
崎
町
花
の
会
（
建
久
寺
）

 

花
の
親
睦
会
（
小
杉
原
）

 

松
尾
区
（
松
尾
）

【
努
力
賞
】

 

浅
間
会
（
雲
見
）

 

船
田
寿
会
（
船
田
）

 

南
郷
楽
寿
花
の
会
（
南
郷
）

 

山
口
区
（
山
口
）

審

果

結

査

　
　
　

角
の
花
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

　
　
　

団
体
だ
け
で
な
く
、
個

　
　
　

人
や
事
業
所
の
花
壇
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
評
価

す
る
機
会
を
設
け
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
最
優
秀
賞
】

 

藤
井　

す
え
子
（
西
区
）

【
優
秀
賞
】

 

関
美
容
室
（
南
区
）

【
努
力
賞
】

 

黒
田　

福
市
（
東
区
）

 

山
崎　

真
由
美
（
ハ
レ
ハ
レ
）（
江
奈
）

審

査

結

果

▲優秀賞　松崎町花の会（建久寺） ▲最優秀賞　桜田区・フラワーメイツ（桜田）

▲優秀賞　松尾区（松尾） ▲優秀賞　花の親睦会（小杉原）

花

街【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４▲最優秀賞　藤井 すえ子さん（西区）
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松
崎
港
・
松
崎
海
岸
防
潮
堤

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ
上
げ
工
事
に
着
手
し
ま
す

　

静
岡
県
で
は
、
松
崎
海
岸
、

松
崎
港
の
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ

工
事
に
着
手
し
ま
す
。
当
初
の

予
定
で
は
、
既
存
の
防
潮
堤
の

高
さ
（
Ｔ 

．Ｐ
．
６
・
０
㍍)

か
ら

約
１
・
５
㍍
の
か
さ
上
げ
（
Ｔ 

．

Ｐ
．
７
・
５
㍍)

を
行
う
予
定
で

し
た
が
、
詳
細
な
設
計
を
進
め

る
中
で
現
況
堤
防
高
の
再
測
量
、

地
震
に
よ
る
液
状
化
を
見
込
み
、

さ
ら
に
35
～
１
０
５
㌢
㍍
高
く

す
る
（
Ｔ 

．
Ｐ
．
７
・
６
㍍
～

８
・
３
㍍
）
計
画
に
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

▲完成予想図（海側から）

　

令
和
６
年
度
は
、
弁
天
島
か

ら
約
40
㍍
を
整
備
し
、
翌
年
度

以
降
も
継
続
し
て
整
備
を
行
う

予
定
で
す
。

か
さ
上
げ
と
水
門
の
設
置
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
令
和
２
年
５
月
に
、

津
波
被
害
の
防
止
・
軽
減
を
図

る
た
め
、
施
設
整
備
と
避
難
対

策
を
組
み
合
わ
せ
た
多
重
防
御

に
よ
る
津
波
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、

「
松
崎
町
津
波
地
域
づ
く
り
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
お
い
て
、
観
光
業

を
中
心
と
す
る
当
地
区
の
特
性
に

配
慮
し
、
１
・
５
㍍
（
Ｔ 

．
Ｐ
．

７
・
５
㍍
）
の
か
さ
上
げ
で
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
受
け
て
、
静
岡

県
で
は
地
盤
調
査
や
施
設
の
設

計
を
行
い
、
工
事
に
着
手
す
る

た
め
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。

【
問
合
せ
】

下
田
土
木
事
務
所
港
湾
課

 

（
２
４
）
２
１
１
１

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

　

静
岡
県
と
町
で
は
、
松
崎
町

津
波
対
策
松
崎
地
区
協
議
会
で

と
り
ま
と
め
た
「
松
崎
町
松
崎

地
区
に
お
け
る
津
波
対
策
基
本

方
針
案
」
を
も
と
に
平
成
30
年

７
月
に
中
間
報
告
を
作
成
し
、

津
波
対
策
施
設
と
し
て
堤
防
の

防
潮
堤
か
さ
上
げ
ま
で
の
経
過

▲完成予想図（陸側から）

「
Ｔ 

．
Ｐ
．」
と
は

東
京
湾
平
均
海
面
で
、
全
国
の
標
高
の

基
準
と
な
る
海
水
面
の
高
さ
で
す
。

▲松崎港・松崎海岸防潮堤整備予定図
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姉

妹

都

市

と

の

交

流

　

訪
問
団
一
行
は
、
百
年
記
念

館
で
の
開
拓
に
ま
つ
わ
る
歴
史

や
当
時
の
生
活
の
様
子
に
つ
い

て
の
学
習
、
勉
三
翁
の
銅
像
見

学
や
お
墓
参
り
を
通
し
て
、
勉

三
翁
の
不
撓
不
屈
の
精
神
や
帯

広
の
大
地
に
残
し
た
偉
大
な
功

績
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

髙
橋
智
子
松
崎
小
学
校
長
を

団
長
と
し
た
松
崎
小
学
校
６
年

生
ら
14
人
が
、
８
月
１
日
か
ら

８
月
３
日
ま
で
の
３
日
間
の
日

程
で
帯
広
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

訪
問
の
目
的
と
し
て
は
、
松

崎
町
の
偉
人
で
あ
り
、
帯
広
開

拓
に
尽
力
し
た
依
田
勉
三
翁
の

足
跡
や
精
神
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

帯
広
市
の
方
々
や
子
ど
も
た
ち

と
直
接
交
流
す
る
こ
と
で
、
開

拓
姉
妹
都
市
と
し
て
の
絆
を
深

め
た
り
、
松
崎
と
は
異
な
る
歴

史
や
風
土
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

松

崎

か

ら

帯

広

へ

　

ま
た
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
松
崎
の
商
店
街
と
姉

妹
商
店
街
で
あ
る
電
信
通
り
商

店
街
へ
の
訪
問
や
ア
イ
ス
ス
ケ

ー
ト
と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
帯
広

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
の
夕
食
会

な
ど
を
通
し
て
、
帯
広
市
の
方
々

や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

掘
り
や
十
勝
産
の
牛
乳
を
使
っ

た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
、
十

勝
産
の
小
麦
粉
を
使
っ
た
ピ
ザ

作
り
な
ど
、
帯
広
な
ら
で
は
の

体
験
を
し
、
有
意
義
な
３
日
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帯

広

か

ら

松

崎

へ

　

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の

小
学
生
ら
12
人
が
、
８
月
６
日

か
ら
８
日
ま
で
の
３
日
間
の
日

程
で
松
崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
伊
豆
の
長
八
美
術

館
で
光
る
泥
だ
ん
ご
の
ス
ト
ラ

ッ
プ
作
り
を
体
験
し
た
後
、
帯

広
市
を
訪
問
し
た
松
崎
の
子
ど

も
た
ち
と
の
夕
食
や
花
火
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
は
、
役
場
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三

翁
ゆ
か
り
の
三
余
塾
資
料
館
と

旧
依
田
邸
を
訪
れ
、
勉
三
翁
の

お
墓
も
お
参
り
し
ま
し
た
。
午

後
は
、
松
崎
の
子
ど
も
た
ち
と

合
流
し
、
岩
地
海
岸
で
の
海
水

浴
や
ス
イ
カ
割
り
で
伊
豆
の
海

を
満
喫
し
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
っ
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
重
文
岩
科
学
校

な
ど
を
見
学
し
、
松
崎
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
を
全
身
で
感
じ
る

充
実
し
た
３
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲帯広市役所表敬訪問

▲百年記念館見学

▲アイスクリーム作り体験▲ピザ作り体験

▲夕食中の写真

▲岩地海岸でのスイカ割り ▲旧依田邸訪問



松崎高校広報～西豆と共に～

松高移動美術館

　６月 17 日から 28 日までの２週間、中高連携事

業の新たな企画として、「松高移動美術館」と銘打

ち、生徒が手掛けた作品を巡回展示する形での展

覧会を、松崎中学校で実施しました。松崎高校の

美術コースおよび美術部の生徒は、専門的な指導

を受け、本格的な作品を制作する機会を得ていま

す。絵画や流木を使ったダチョウや鹿などの迫力

ある作品に、中学生たちは足を止めて見入ってい

ました。

就職ガイダンス

　７月 18 日、全学年を対象に、伊豆下田法人会の

協力のもと、就職ガイダンスを開催しました。こ

れまで地元企業を知る機会が少なかった生徒に対

し、地元にも夢や将来性をもって活動する企業が

あることを知ってもらいたいと考え、企画しまし

た。生徒から、「職種などが違ってもチャレンジす

ること、楽しむこと、思いやりが必要と思ったので、

楽しんでできることを探していきたい」などの感

想が寄せられました。

　６月７日と８日に、双獅祭が開催されました。

伝統の「ビッグパネル」除幕式からスタートし、

有志発表、吹奏楽部の演奏、クラスＴシャツコン

テスト、クラスＣＭコンテストと多彩な企画が行

われました。一般公開では、松崎高校の８団体、

伊豆松崎分校の２団体が、ホームルーム展示コン

テストで優秀賞を競い合いました。生徒は、「一人

一人が協力して全力でより良いものにできた」と

振り返っていました。

双獅祭～“双獅相愛”～

　７月 17 日、夏季球技大会を開催しました。サッ

カー、バドミントン、バレーボールに加え、併設

する伊豆松崎分校の生徒と一緒にパラリンピック

種目のボッチャで競い合いました。スポーツを通

じて交流し、生徒たちは共生・共育の大切さを体

感しました。生徒会長の白川紳さんは、「次回は後

期の生徒会執行部の開催になるので、今回出た反

省点をしっかりと引き継ぎたい」と、大会を振り

返りました。

夏季球技大会

5

【問合せ】　松崎高校（４２）０１３１
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「
災
害
時
に
お
け
る
棺
及
び
葬
祭
用
品
の
供
給
等
並
び
に

遺
体
の
搬
送
等
の
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
の
締
結

　

松
崎
町
公
営
企
業
委
員
会
は
、

町
か
ら
諮
問
を
受
け
た
水
道
料

金
を
44
％
値
上
げ
す
る
改
定
案

に
つ
い
て
「
妥
当
」
と
し
、
町

へ
答
申
し
ま
し
た
。

　

水
道
料
金
は
、
消
費
税
増
税

に
伴
う
値
上
げ
を
除
く
と
、
平

成
20
年
度
に
約
22
％
の
値
上
げ

を
し
て
以
来
、
据
え
置
い
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
度
策
定
し
た

「
経
営
戦
略
」
に
基
づ
き
、
赤

字
化
し
た
会
計
を
改
善
し
、
安

全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
し
て

い
く
た
め
、
令
和
７
年
度
か
ら

改
定
す
る
も
の
で
す
。

　

水
道
料
金
の
改
定
に
は
、
条

例
の
改
正
が
必
要
で
す
が
、
松

崎
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
改

正
に
つ
い
て
は
、
町
議
会
９
月

定
例
会
に
議
案
を
提
出
す
る
予

定
で
す
。

　

７
月
17
日
、
町
は
静
岡
県
葬

祭
業
協
同
組
合
と
「
災
害
時
に

お
け
る
棺
及
び
葬
祭
用
品
の
供

給
等
並
び
に
遺
体
の
搬
送
等
の

協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
ま
し
た
。
静
岡
県
葬
祭
業

協
同
組
合
と
市
町
が
協
定
を
結

ぶ
の
は
、
賀
茂
郡
内
で
は
初
め

て
と
な
り
ま
す
。

 

協
定
の
内
容
は
、
①
棺
お
よ

び
葬
祭
用
品
の
供
給
な
ら
び
に

作
業
な
ど
の
役
務
の
提
供
、
②

遺
体
安
置
施
設
な
ど
の
提
供
、

③
遺
体
の
搬
送
、
④
そ
の
他
、

必
要
と
す
る
事
項
と
な
っ
て
い

ま
す
。

 

こ
の
地
域
に
今
後
発
生
が
予

想
さ
れ
る
大
地
震
で
は
、
建
物

被
害
や
人
的
被
害
な
ど
多
く
の

被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
は
こ
れ
ま
で
、
有
限
会
社

松
崎
造
花
店
、
富
士
伊
豆
農
業

協
同
組
合
、
西
伊
豆
貨
物
自
動

車
株
式
会
社
、
松
崎
仏
教
会
と

災
害
時
に
お
け
る
遺
体
対
応
関

連
業
務
に
関
す
る
応
援
協
定
を

結
ん
で
き
ま
し
た
。

 

し
か
し
、
大
災
害
時
に
は
、

地
域
住
民
全
て
が
被
災
者
と
な

り
、
人
的
に
も
物
的
に
も
広
域

的
な
支
援
が
必
要
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
回
、

県
内
14
の
葬
祭
業
者
か
ら
な
り
、

全
国
と
も
つ
な
が
り
を
も
つ
静

岡
県
葬
祭
業
協
同
組
合
と
応
援

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
協
定
締
結
に
よ

り
、
新
た
な
広
域
支
援
体
制
が

一
つ
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

水

道

料

金

44

％

値

上

げ
は

妥

当

公

営

企

業

委

員

会

が

町

へ

答

申

▲深澤町長に答申書を手渡す渡辺委員長

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９

▲「経営戦略」の　

　詳細は町ホーム

　ページをご覧く

　ださい

▲静岡県葬祭業協同組合との協定締結式

　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

東
部
で
は
、
暮
ら
し
の
中
の
悩

み
事
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　

日
常
生
活
で
起
こ
る
ト
ラ
ブ

ル
や
悩
み
事
、
困
っ
た
こ
と
な

ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い

の
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、「
暮

ら
し
な
ん
で
も
相
談
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

悩
み
事
を
一
緒
に
考
え
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

れ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

【
相
談
時
間
】

　

平
日
９
時
～
17
時

　

※
相
談
お
よ
び
取
り
次
ぎ
は

　
　

原
則
無
料
で
す
が
、
専
門

　
　

家
に
相
談
す
る
場
合
は
別

　
　

途
料
金
が
か
か
る
場
合
が

　
　

あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

東
部
事
務
所

０
５
５
（
９
２
２
）
３
７
１
５

暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
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受
付
時
間

毎
日
24
時
間

注
意
事
項

①
通
話
料
は
発
信
者
負
担
で
す
。

②
緊
急
・
重
傷
の
と
き
は
、
迷

　

わ
ず
「
１
１
９
」
に
電
話
し

　

て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

（
＃
７
１
１
９
）

静
岡
県
消
防
保
安
課

０
５
４(

２
２
１)

２
０
７
３

（
＃
８
０
０
０
）

静
岡
県
地
域
医
療
課

０
５
４(

２
２
１)

２
４
０
６

（
そ
の
他
）

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

　

静
岡
県
で
は
、
救
急
車
の
適

正
利
用
な
ど
を
目
的
に
、
令
和

６
年
10
月
１
日
よ
り
、
救
急
安

心
電
話
相
談
窓
口
（
＃
７
１
１

９
）
を
設
置
し
ま
す
。

制
度
概
要

　

急
な
病
気
や
け
が
の
と
き
に
、

病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い
の
か
、

救
急
車
を
利
用
し
た
方
が
い
い

の
か
な
ど
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
制
度
で
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
「
＃
７
１
１

９
」
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

お
お
む
ね
15
歳
以
上

受
付
時
間

【
平　

日
】
18
時
～
翌
８
時

【 
 

土 
 

】
13
時
～
翌
８
時

【
日
・
祝
】
８
時
～
翌
８
時

相
談
で
き
な
い
こ
と

①
健
康
相
談
（
治
療
方
針
な
ど
）

②
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

③
医
薬
品
情
報
（
副
作
用
な
ど
）

④
医
療
機
関
へ
の
苦
情　

な
ど

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
そ
の

他
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下

の
年
金
受
給
者
の
生
活
を
支
援

す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ

し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

対
象
者

　

老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
令

和
６
年
度
に
お
い
て
所
得
額
な

ど
、
次
の
支
給
要
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い
る
方
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

・
65
歳
以
上

・
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課

　

税

・
前
年
の
公
的
年
金
な
ど
の
収

　

入
額
と
そ
の
他
の
所
得
額
と

　

の
合
計
額
が
87
万
８
９
０
０

　

円
以
下

▼
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
ま
た

　
は
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

・
前
年
の
所
得
が
４
７
２
万
１

　

０
０
０
円
以
下

請
求
方
法

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

令
和
６
年
９
月
頃
か
ら
順
次
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
年
金
生
活

者
支
援
給
付
金
請
求
書
（
は
が

き
型
）
が
送
付
さ
れ
る
予
定
で

す
。
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
年
金
を
受
給
し
始
め
る
方

　

年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ

て
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
健
康

福
祉
課
で
請
求
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働

省
か
ら
、
電
話
で
家
族
構
成
や

金
融
機
関
の
口
座
番
号
・
暗
証

番
号
を
聞
い
た
り
、
手
数
料
な

ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
】

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

救
急
安
心
電
話
相
談
窓
口

（
＃
７
１
１
９
）
に
つ
い
て

注
意
事
項

①
通
話
料
は
発
信
者
負
担
で
す
。

②
緊
急
・
重
傷
の
と
き
は
、
迷

　

わ
ず
「
１
１
９
」
に
電
話
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

「
＃
７
１
１
９
」
が
15
歳
以

上
を
対
象
と
し
て
い
る
の
に
対

し
、
15
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
「
静
岡
こ
ど
も
救
急

電
話
相
談
（
＃
８
０
０
０
）
」
と

い
う
電
話
相
談
窓
口
が
既
に
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
急
な
発
熱
、
け
が

な
ど
で
お
困
り
の
と
き
、
救
急

病
院
に
受
診
さ
せ
る
か
迷
っ
て

い
る
と
き
な
ど
に
、
専
門
家
で

あ
る
看
護
師
や
小
児
科
医
に
相

談
で
き
る
制
度
で
す
。

　

ご
利
用
の
際
は
「
＃
８
０
０

０
」
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

お
お
む
ね
15
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
保
護
者

静
岡
こ
ど
も
救
急
電
話
相
談

（
＃
８
０
０
０
）
に
つ
い
て

救 

急 

電 

話 

相 

談 

窓 

口 

に 

つ 

い 

て

救 

急 

電 

話 

相 

談 

窓 

口 

に 

つ 

い 

て
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エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

368kcal 16.3g 1.2g 67.3g 3.7g

（１食あたり）

鶏ささみのサラダそうめん

－ここがポイント－

●ねぎ、みょうが、大葉などの香味野菜やごま、わさび

　などを加えれば薄味でもおいしく召し上がれます。

●めんつゆは塩分が高いので残しましょう！

－　材 料（４人前）－ －　作り方　－

①フォークなどを使って、鶏ささみに数カ所穴を開ける。

②ささみに、酒（分量外）をふりかける。 

③耐熱容器にささみを入れて、ふんわりとラップをかける。

④電子レンジ５００W で５～６分加熱する。

　（お使いのレンジによって違いはあります）

⑤あら熱がとれたら手で裂く。加熱の際にだし汁は捨てずに、

　裂いたささみをそのまま漬けておく。 

⑥オクラは分量外の塩で、板ずりしてさっとゆで、小口切り

　にする。その他の野菜は細切りにする。

⑦ゆでたそうめんを器に盛り、上に彩りよく、ささみと野菜

　を飾る。 

⑧器にめんつゆを注ぎ、つけながらいただく。 

　※お好みの薬味や、梅などを入れても風味が変わって楽し

　　めます。

めんつゆ

－材料（作りやすい分量）－

かつおぶし・・・・・・20g 

酒・・・・1 カップ（200ml） 

みりん・・・1カップ（200ml） 

水・・・・4 カップ（800ml） 

しょうゆ・・・1 カップ（200ml）

－　作り方　－

①酒とみりんは、鍋に入れて火にかけ、アルコールを飛ばし、

　そこへ水、しょうゆを加え再び火にかける。 

②沸騰直前にかつおぶしを加えて、あくを取りながら、さっ

　と煮て火を止める。 

③火を止め、かつおぶしが底に沈んだら、ざるでこす。 

④だし汁（または水）で倍になるように薄めて使う。 

－特定健診会場で試食とレシピ配布をしています－　　　

　松崎町けんこう食遊会によるサラダそうめんの試食を行っ

ています。

　食遊会さんは、健康づくりのための食事のこつや減塩ポイ

ントなどをアドバイスしてくれます！

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

お好きな野菜を

たっぷりのせて！

栄養満点！暑さに

負けない体づくり！

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.49

そうめん（乾） ・80 ｇ× 4 

鶏ささみ ・・・・・・4 本 

レタス ・・・・・・・4 枚 

オクラ ・・・・・・・4 本 

きゅうり ・・・・・・1 本 

ミニトマト ・・・・・1 個 

薬味 （お好みで）
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い
ま
、
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
「
対
話
」
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
３
０
松
崎
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
も
「
対
話
」
を
大

切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
ち
の
中
高
生
や

集
ま
っ
た
住
民
が
、
対
話
を
し

な
が
ら
望
ま
し
い
未
来
の
松
崎

の
姿
を
考
え
た
り
、
地
域
づ
く

り
の
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

「
対
話
」
で
は
、
そ
れ
が
「
会

話
」
や
「
議
論
」
に
な
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

「
会
話
」
は
、
楽
し
み
や
人

間
関
係
な
ど
の
た
め
に
自
由
な

形
式
で
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
で

す
。
テ
ン
ポ
の
よ
い
つ
っ
こ
み

が
楽
し
か
っ
た
り
、
場
の
流
れ

に
合
わ
せ
た
り
、
と
き
に
は
誰

か
に
忖そ

ん

度た
く

し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
対
し

て
「
対
話
」
で
は
、
「
問
い
」

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分

自
身
の
考
え
を
じ
っ
く
り
と
誠

実
に
言
葉
に
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

し
て
相
手
と
自
分
に
対
し
て
、

新
し
い
気
付
き
や
理
解
が
得
ら

れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
対
話
し

た
相
手
へ
の
信
頼
感
、
自
分
自

身
の
変
化
の
可
能
性
、
そ
し
て

言
葉
が
引
き
起
こ
す
行
動
へ
の

意
欲
を
得
ら
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
対
話
の
力
」
は
、

地
域
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

き
っ
と
人
生
を
豊
か
に
す
る
力

に
も
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
、
医
療
や
介
護
、
教
育
な
ど
、

社
会
の
多
く
の
分
野
で
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
０
の
活
動
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
や
カ
フ
ェ
な
ど
対
話
の

機
会
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
２
０
３
０
の
カ

フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
に
顔
を
出
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

 

吉
田　

寛
（
静
岡
大
学
）

２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り

　

  
～
ま
ち
を
つ
く
る
、
ひ
と
を
つ
く
る
「
対
話
の
力
」
～▲対話でアイデアを出し合う松崎高校生（＠せんと）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

　

「
議
論
」
や
「
討
論
」
で
は
、

意
見
に
対
し
て
お
互
い
に
根
拠

や
批
判
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

一
つ
の
答
え
を
求
め
て
論
理
的

に
検
討
し
ま
す
。
し
か
し
「
対
話
」

で
は
、
無
理
に
一
つ
の
答
え
に

ま
と
ま
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
手
の
言
葉
に
対
し
て
、
途
中

で
さ
え
ぎ
っ
た
り
否
定
し
た
り

せ
ず
最
後
ま
で
注
意
深
く
聴
き
、

そ
の
ま
ま
受
け
止
め
ま
す
。
お

互
い
の
違
い
を
大
切
に
し
合
う

の
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

こ
う
し
た
「
対
話
」
を
通
じ

て
、
「
問
い
」
に
対
し
て
、
そ

▲「２０３０松崎
　プロジェクト」
　ホームページの
　二次元コード

 

松
崎
町
に
移
り
住
ん
で
丸

２
年
が
経
ち
ま
し
た
。
日
々

移
ろ
い
ゆ
く
豊
か
な
自
然
の

中
で
温
か
い
人
々
に
囲
ま

れ
、
松
崎
町
で
暮
ら
す
毎
日

が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

協
力
隊
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
と
森
林
資
源
の
活
用
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
隊
員
活
動
も
あ
っ
と

い
う
間
に
あ
と
１
年
、
卒
隊

後
も
松
崎
町
で
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
先

を
見
据
え
て
活

動
し
て
い
き
ま

す
。

　

松
崎
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
年
間

行
事
の
中
で
も

秋
祭
り
が
強
く

心
に
残
っ
て
い

Vol.29

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

                               

荒
井 

玲
奈

ま
す
。
１
年
目
は
見
物
人
と
し

て
、
２
年
目
は
社
員
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
地
区
で
全
く
色
の
違
う
お
祭

り
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、
歴
史

の
重
み
と
参
加
者
の
熱
を
感
じ

た
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
地

域
理
解
や
相
互
扶
助
も
大
切
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

 

社
員
２
年
目
の
今
年
は
、
よ

り
上
手
に
太
鼓
が
叩
け
る
よ
う

精
進
し
た
い
で
す
。
11
月
が
待

ち
遠
し
い
で
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４▲昨年参加した秋祭りの様子
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姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  
姉

妹

都

市

通

信

姉

妹

都

市

通

信

  
　

富
士
宮
市
は
、
豊
か
な
自
然

と
富
士
山
の
湧
き
水
に
恵
ま
れ

お
酒
造
り
が
と
て
も
盛
ん
で
す
。

　

日
本
酒
が
４
蔵
、
ビ
ー
ル
が

３
蔵
、
ワ
イ
ン
が
２
蔵
、
合
計

９
つ
の
醸
造
所
が
あ
り
、
そ
の

数
は
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
酒
の
４
つ
の
蔵
全
て
が

１
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統

富
士
宮
市
か
ら

　
　

富
士
山
の
名
水
で
育
ま
れ
た
９
つ
の
醸
造
所

を
持
ち
、
富
士
山
の
湧
き
水
を

使
用
し
醸
造
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ビ
ー
ル
は
、
ド
イ
ツ
人
の
職

人
が
造
る
ド
イ
ツ
大
使
館
御
用

達
の
ビ
ー
ル
や
猟
師
が
始
め
た

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、
ビ
ア
ソ
ム

リ
エ
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
を
追

求
し
た
ビ
ー
ル
が

造
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
場
は
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

（
富
士
宮
市
宮
町
１
ー
１
、
こ

こ
ず
ら
よ
前
）
で
す
。
当
日
は

隣
接
す
る
２
つ
の
商
店
街
が
歩

行
者
天
国
と
な
り
、
お
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
こ
に
し
か
な
い
味

わ
い
を
求
め
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▲昨年の特産品フェア＆ふじのみや門前市まつりの様子

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

 

今
年
７
月
３
日
に
発
行
さ
れ

た
新
紙
幣
に
つ
い
て
、
思
う
こ

と
を
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

 

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
到
来
に
よ

り
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
社
会
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
新
た
に
新

紙
幣
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
千

円
札
は
北
里
柴
三
郎
、
５
千
円

札
は
津
田
梅
子
、
一
万
円
札
は

渋
沢
栄
一
と
い
っ
た
人
物
で

す
。
私
が
物
心
つ
い
た
と
き
に

は
、
ま
だ
５
０
０
円
が
お
札
で
、

岩
倉
具
視
が
印
字
さ
れ
、
全
体

に
青
み
が
か
か
っ
て
い
る
色
の

紙
幣
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。
貨
幣
は
子
ど
も
の
、
お
札

は
大
人
の
持
ち
物
だ
と
幼
心
に

思
い
、
お
札
に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

 
 

新
一
万
円
札
の
渋
沢
栄
一
は
、

「
日
本
資
本
主
義
の
父
」
と
称

さ
れ
、
そ
の
歩
み
と
思
想
は
不

安
定
な
現
代
に
も
通
じ
る
示
唆

に
富
む
人
物
で
す
。
あ
の
栗
山

英
樹
氏
も
、
渋
沢
の
講
演
集
「
論

語
と
算
盤
」
を
大
谷
翔
平
選
手

な
ど
多
く
の
選
手
に
渡
し
、
相

反
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
「
道

徳
と
経
済
」
の
両
方
を
求
め
て

こ
そ
、
事
業
は
長
続
き
す
る
と

い
う
思
想
を
持
ち
、
ま
っ
す
ぐ

に
生
き
る
こ
と
を
伝
え
た
と
い

い
ま
す
。
「
常
識
や
先
入
観
を

捨
て
、
で
き
る
か
で
き
な
い
か

と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
や
る

か
や
ら
な
い
か
」
「
理
想
を
追

い
求
め
な
け
れ
ば
生
ま
れ
て
こ

な
い
も
の
が
あ
る
」
と
栗
山
英

樹
氏
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
に
も
、

こ
の
思
想
を
据
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
紙
幣
に
思
う
こ
と

　

ワ
イ
ン
は
、
霊
峰
富
士

の
麓
の
気
候
風
土
に
適

し
た
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
、

醸
造
さ
れ
る
味
わ
い
深

い
ワ
イ
ン
で
す
。

　

そ
ん
な
９
蔵
が
勢
ぞ
ろ

い
し
、
試
飲
や
購
入
が
で

き
る
「
特
産
品
フ
ェ
ア
＆

ふ
じ
の
み
や
門
前
市
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
程
は
９
月
22
日

（
日
）
、
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、

▲９蔵のお酒

町 

長 

コ 

ラ 

ム 　

第
33
回

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
3333
回回



 My Town Topics～まちのできごと～

　今年、伊豆の長八美術館が 40周年の節目を迎えた
ことに併せ、７月 22日から８月 21日に、松崎中学
校１年生が「伊豆の長八美術館」ボランティアガイ
ドを行いました。
　中学生たちは、伊豆の長八美術館に関連する芸術
家の入江長八、石山修武さん、外尾悦郎さんについて、
独自に考えたクイズや動画による紹介をし、来訪者
への案内をしました。

松崎中学校１年生　「伊豆の長八美術館」 ボランティアガイド

　８月 16日、松崎地区で夏祭りが開催されました。
台風７号の接近に伴い開催が心配されたものの、灯
籠流しや花火大会、松崎球

たまだこあかり

凧灯火、松崎盆踊りなど
のイベントが予定どおり実施されました。
　中瀬邸前で行われた灯籠流しでは、約２００個の
灯籠がオレンジ色の暖かい光を水面に映しながら
ゆっくり流れ、この幻想的な風景を見ようと、多く
の方が見に訪れていました。

　７月 27日、旧依田邸母屋で、第２回「伊豆の津津
浦浦」講演会が開催されました。
　講師には、ＮＰＯ法人伊豆学研究会理事長の橋本敬之
さんを迎え、明治 20年測量の地形図をもとに、海岸
線と伊豆内陸部を結ぶ陸路の話や、松崎から下田まで
の各浦浦の歴史などについてお話しいただきました。
　参加した約10人の方々は当時の松崎の様子に関す
る橋本さんのお話に、熱心に耳を傾けていました。

　７月 24日から 30日までの４日間に、夏休みまつ
ざき寺子屋が行われました。この取り組みは、中学
生や高校生、地域のボランティアの方々が小学生の
学習を支援するもので、参加した小学生は、夏休み
の宿題などでわからないところについて丁寧に教え
てもらいました。
　また、寺子屋の後にはボッチャの体験をして交流
を深めました。

夏休みまつざき寺子屋

第２回 「伊豆の津津浦浦」 講演会

松崎地区夏祭り
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町の人口と世帯
（令和６年７月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,709 人　（ー 14 人）

　男　　　2,682 人　（ー 11 人）

　女　　　3,027 人　（ー  ３ 人）

世帯数　　2,841 戸　（± ０ 戸）

転　入　    7 人　転　出　  8 人

出　生　    ０人　死　亡   13 人

戸籍だより

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）
地 区 氏 名 年齢 届 出 人

江奈２ 河久保延 94 坂口暎子

江奈２ 中西傳一 77 西田克子

宮 内 山本のり子 71 山本森雄

江奈２ 江口康裕 66 田村惠子

那 賀 山本久枝 101 舩越やよい

岩 地 齋藤静枝 87 齋 藤　 重

道 部 山本保 89 山本さつ子

宮 内 馬場已代子 83 馬場政彦

宮 内 関　榮次 80 関　 重 利

雲 見 高橋信重 91 高橋博久

大 澤 土屋善弘 79 土屋理江

道 部 矢谷恭子 94 矢谷 彦

道 部 山本堪一 96 山本ふみ子

　令和６年７月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　1 件　（－１）

　物損事故　　   ６件　（＋１）

　死　　者　　　０人　（±０）

　傷　　者　　　１人　（－１）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

サ
イ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
と

思
わ
れ
る
巧
妙
な
も
の
も
見

ら
れ
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
消
費
者
と
し

て
は
、
①
カ
ー
ド
会
社
を
名

乗
る
メ
ー
ル
は
安
易
に
信
じ

な
い
よ
う
に
す
る
、
②
極
端

に
値
段
が
安
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
サ
イ
ト
は
疑
う
、
③
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細

は
小
ま
め
に
確
認
し
、
利
用

覚
え
が
な
い
決
済
が
あ
っ
た

場
合
は
、
す
ぐ
に
カ
ー
ド
会

社
に
連
絡
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

(

文
と
絵)

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

 
 

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
不
正
利
用
被
害
の
急
増
」

町 の 交 通 事 故

松松  

崎崎  

文文  

芸芸

夫
恋
ふ
る
鰺
の
小
骨
を
抜
き
し
日
々�

渋
谷
み
ど
り

娘
来
る
日
が
楽
し
み
に
盆
が
来
る
　
　�

　
細
矢
　
金
治

小
鰺
な
ら
手
捌
き
が
い
ち
ば
ん
う
ま
い
　�

深
澤
　
順
子

ア
ジ
タ
タ
キ
祖
母
の
好
物
想
い
出
し���

小
林
　
一
郎

鰻
重
を
囲
む
十
七
回
忌
か
な
　
　
　�

�

　
土
屋
規
矩
子

桃
狩
り
や
洗
い
し
指
に
香
の
名
残
　��

　
山
本
　
一
詞

一
日
無
事
生
き
て
や
れ
や
れ
残
暑
か
な�

松
田
美
智
子

夏
芝
居
セ
ー
ヌ
川
行
く
オ
リ
ン
ピ
ア�

鈴
木
　
　
基

残
照
の
表
に
水
と
涼
を
呼
ぶ
　�

　
夏
目
　
和
子

ス
イ
カ
切
る
や
ん
ち
ゃ
坊
主
の
揃
い
け
り�

石
田
　
　
宏

葉
の
皿
の
鰺
の
た
た
き
の
土
産
か
な���

清
水
　
高
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳 

句-

ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！
悪
質
商
法
被
害 

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に　

 

〜 
 
 
 
 
 
 
 

（７月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
四
年
九
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
二
　
四
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
山
本
印
刷

105

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四��

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
不

正
利
用
被
害
は
、
２
０
２
３
年

に
は
そ
の
被
害
額
が
５
４
１

億
円
に
も
上
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
被
害
の
多
く
は
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
盗
用

に
よ
る
「
な
り
す
ま
し
」
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

手
口
と
し
て
は
、
正
規
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
装
っ
て

カ
ー
ド
情
報
を
入
力
さ
せ
る

「
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
」
に
よ
る
も

の
の
他
、
ブ
ラ
ン
ド
品
な
ど
の

商
品
を
格
安
で
販
売
す
る
偽

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
＋
偽

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
の


